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人口の減少に伴い、乳幼児数、出生率も減少している。

認可保育施設在園児童数は増加傾向にあったが、2022 年度をピークに減
少に転じている。国基準待機児童数は近年 5 カ年連続でゼロを達成してい
るが、入所保留児童数は 100 人超過で横ばいの状態にある。

乳幼児数・婚姻件数・出生率の推移19

保育施設数と在園児数・待機児童数18
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基準日：各年４月１日現在

基準日：乳幼児数：各年 3 月 31 日時点

資料：幼保企画課

資料：乳幼児数：福島市住民基本台帳人口 出生率：人口動態調査
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コロナ禍における利用控え以降、少子化の影響も重なり、未だにコロナ禍
前の水準には回復していない。

郡山市・いわき市においても、認可保育施設在園児童数は増加傾向にあっ
たが、2021 年度前後をピークに減少に転じている。 2025 年度の国基準
待機児童数は、３市ともゼロとなっている。

子育て支援施設利用状況・設置個所数21

【郡山市・いわき市比較】保育在園児数と待機児童数20
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資料：幼保企画課

資料：こども政策課
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郡山市やいわき市においても、放課後児童クラブの登録児童数は増加し続
けているが、一方で待機児童数は減少傾向にある。

共働き世帯の増加により、放課後の子どもの安全な居場所として児童クラブ
の需要が継続的に高まっている。

【郡山市・いわき市比較】放課後児童クラブ登録児童数・待機児童数23

放課後児童クラブの定員数・登録児童数・充足率・設置個所数22
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基準日：各年５月１日現在　※２０２０年は７月１日現在

資料：こども政策課

資料：こども家庭庁
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男性よりも女性の割合が多くなっている。

受給者数は減少しているが、助成金額は横ばいで推移している。

市立支援学校教員数25

子ども医療費受給者数と金額24
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基準日：２０２５年３月３１日現在

基準日：各年５月１日現在

資料：共生社会推進課

資料：福島市の教育
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女性の教員が多く、その割合は年々増加傾向にあり、ほぼ２倍となっている。

小学校の児童数は東日本大震災（2011 年）を契機に減少に転じている。

市立小学校教員数27

市立義務教育諸学校児童生徒数26
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資料：福島市の教育

資料：福島市の教育
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在籍児童生徒数、学級数は年々増加し、２０年間で約３倍になっている。

男性の教員がやや多いが、男女ともに緩やかに減少し、男女の割合はほぼ
変わらない傾向である。

市立学校における特別支援学級及び通級指導教室の児童生徒数29

市立中学校教員数28
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資料：福島市の教育

資料：福島市の教育
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いじめ認知件数は 2019 年が最も多く、その後は緩やかな減少傾向にある。
不登校の人数は、2021 年以降は一貫して増加していたが、2024 年は減少
した。

いじめ認知件数は 2019 年が最も多く、その後は減少傾向にある。不登校
の人数は 2017 年以降増加傾向にある。

市立中学校における不登校児童生徒数及びいじめ認知件数30

市立小学校における不登校児童生徒数及びいじめ認知件数30

H24
H25

H26
H27

H28
H29

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
0

5

10

15

20

25

30
（千人当たり）

不登校人数 いじめ認知件数

H24
H25

H26
H27

H28
H29

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6
0

20

40

60

80

100
（千人当たり）

不登校人数 いじめ認知件数
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基準日：

資料：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査

資料：児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査
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国語においては多少の変動はあるものの全国平均とほぼ同等で推移し、算
数については全国平均をやや下回る傾向があり、今後はつまずきの傾向分析
と、子どもが主体的に学んで算数の楽しさを味わう授業づくりを推進する。

学校の ICT 環境が整っており、特に遠隔教育実施率や教員の ICT 活用指
導力は、全国平均・県平均より高くなっている。

学力指標（小学校6年国語および算数）32

市立学校における教育の情報化の実態31
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基準日：２０２５年３月１日現在

基準日：

資料：学校教育課

資料：学校教育課
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大学進学者数はほぼ横ばいで、進学率は６割に迫っている。専修学校等入
学者、就職者はともに年々減少している。

国語においては多少の変動はあるものの全国平均とほぼ同等で推移し、数
学では全国平均を下回っているものの、その差は少しずつ縮まっている。

高等学校卒業者の進路状況と進学率33

学力指標（中学校3年国語および数学）32
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基準日：各年５月１日現在

資料：学校教育課

資料：学校基本調査
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福島市は 2019 年以降ほぼ横ばいで推移している。いわき市は年々増加して
おり、３市の蔵書数は同程度となっている。

( 仮 )10~12 歳の階級では上昇傾向がみられるが、今後は減少に転じること
が予想され、特に 0~3 歳の階級は他の階級よりも大きな減少幅で推移して
おり、近年の出生数の少なさが表れている。

公立図書館の蔵書数35

若年人口推移34
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資料：住民基本台帳

資料：福島市図書館概要
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利用者数、利用件数ともにコロナ禍前は横ばい、コロナ禍で大幅に減少し
たものの２０２１年度以降は回復傾向にある（R6 現在学習センター22カ所）。

福島市はほぼ横ばいで推移している。郡山市といわき市は減少傾向で、３市
の差は小さくなっている。

学習センターの利用者数と利用件数36

公立図書館の貸出冊数35

H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1 R3 R5
0

50

100

150

200

250
（万冊）

福島市 郡山市 いわき市

H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R1 R3 R5
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180
（万人）

利用者数 利用件数

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
（件）

基準日：

基準日：

資料：

資料：生涯学習課
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R6 末現在の公共スポーツ施設数は 38 施設となっており、東日本大震災、新型コロ
ナウイルス感染症により一時的に利用者数の減少があったが、その後回復し、震災
前の利用人数程度になっている。（R6 現在施設数　38 施設）

東日本大震災、新型コロナウイルス感染症の影響があったほか、施設ごと
の要因により、入館・来園者数が増減している。

公共スポーツ施設の利用状況38

主要文化施設の年間入館・来園者数37
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国や県の指定を受けた様 な々文化財があり、建造物の文化財が多いことが
特徴となっている。

福島市の指定・登録文化財39
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